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つば   くろ 

　

船　
　

山

 

［
飛
騨
署
］
高
山
市
の
南
部
、
飛
騨
高
地
の
中

央
付
近
に
位
置
し
、
牛
牧
・
無
数
河
国
有
林
に

ま
た
が
る
標
高
一
、四
七
九
㍍
に
そ
び
え
立
つ

の
が
船
山
で
す
。

　

船
山
は
そ
の
容
姿
か
ら
飛
騨
富
士
と
も
呼
ば

れ
、
位
山
、
川
上
岳
と
と
も
に
位
山
舟
山
県
立

自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
山
頂
付
近
は
舟
山
自

然
観
察
教
育
林
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
名
の
由
来
は
船
を
逆
さ
に
伏
せ
た
よ
う
な

形
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
あ
た
り
は
、「
飛
騨
高
天
原
」
と
呼
ば

れ
、
古
代
ロ
マ
ン
の
言
い
伝
え
が
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
昔
、
船
山
の
女
神
は
、
川
上
岳
の

女
神
と
争
っ
て
、
位
山
の
男
神
を
失
い
、
自
ら

位
山
と
の
間
に
大
き
な
溝
（
無
数
河
谷
）
を
構

え
て
し
ま
い
、
二
人
の
幸
せ
を
目
の
前
で
眺
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り

ま
す
。

　

山
頂
は
東
西
に
約
二
㌔
㍍
と
長
く
、
独
立
峰

の
よ
う
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
無
線
の
中
継
基
地
と

し
て
早
く
か
ら
山
頂
ま
で
の

車
道
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

山
頂
周
囲
に
は
、
無
線
ア
ン

テ
ナ
が
林
立
し
て
お
り
、
ま

る
で
軍
事
要
塞
の
よ
う
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
頂
付
近
に
は
高

山
市
に
よ
っ
て
「
花
木
園
」

が
整
備
さ
れ
て
お
り
初
夏
の

サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
や
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
の
開
花
時
に
は
、
優

雅
な
自
然
美
に
彩
ら
れ
、

人
々
を
魅
了
し
ま
す
。

　

周
囲
に
は
ヒ
メ
コ
マ
ツ
や

ヒ
ノ
キ
、
ネ
ズ
コ
、
ダ
ケ
カ

ン
バ
な
ど
が
生
い
茂
り
、
湿

地
に
は
水
芭
蕉
の
清
楚
で
可

憐
な
花
が
咲
き
、
訪
れ
た
人

を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
北
東
面
の
国
有
林
に
隣
接
す
る
「
ア

ル
コ
ピ
ア
ス
キ
ー
場
」
は
山
頂
近
く
ま
で
リ
フ

ト
が
延
び
て
お
り
、
冬
は
ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
山
頂
付
近
で
は
樹
氷
が
美
し

く
、
眼
下
に
久
々
野
盆
地
を
見
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
、
御
嶽
山
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
、
白
山
に
及

ぶ
三
六
〇
度
の
大
展
望
が
開
け
、
見
る
者
を
別

世
界
へ
誘
い
ま
す
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
是
非
訪
れ
て
み
て
は
い
か
か

で
し
ょ
う
か
。.

頂上から見下ろす久々野盆地

サラサドウダンが咲く「花木園」

レンゲツツジと無線中継所

ア
ク
セ
ス

◇
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

　
　
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
久
々
野
駅
下
車

　
　

ア
ル
コ
ピ
ア
ス
キ
ー
場
方
面
へ

　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
三
十
分

◇
自
動
車
を
利
用
し
た
場
合

　
　

高
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
四
十
一
号
線

　
　

を
下
呂
方
面
へ
約
三
十
五
分

　
　

ア
ル
コ
ピ
ア
ス
キ
ー
場
方
面
へ

　
　

二
十
五
分


